
平
成
二
十
三
年
三
月
四
日
提
出

質

問

第

一

一

八

号

成
田
国
際
空
港
周
辺
地
区
の
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

服

部

良

一
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成
田
国
際
空
港
周
辺
地
区
の
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

成
田
国
際
空
港
は
、
平
成
二
二
年
三
月
よ
り
年
間
発
着
回
数
二
二
万
回
体
制
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
Ｂ

滑
走
路
（
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
飛
行
コ
ー
ス
直
下
の
成
田
市
東
峰
地
区
に
お
け
る
騒
音
被
害
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
騒
音

の
レ
ベ
ル
は
九
〇
デ
シ
ベ
ル
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
て
お
り
、
頻
度
も
一
分
半
か
ら
二
分
間
隔
で
発
生

し
て
い
る
（
市
民
グ
ル
ー
プ
の
調
査
に
よ
る
）
。
人
間
と
し
て
の
生
活
が
困
難
に
な
る
騒
音
限
界
値
は
、
六
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら

七
〇
デ
シ
ベ
ル
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
計
測
さ
れ
て
い
る
騒
音
の
レ
ベ
ル
は
、
住
民
の
受
忍
限
度
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

東
峰
地
区
に
は
有
機
農
業
を
営
む
農
民
や
農
産
加
工
場
で
働
く
従
業
員
な
ど
関
係
者
が
多
数
く
ら
し
、
生
産
活
動
を
営
ん
で
い

る
。
生
活
破
壊
を
も
た
ら
す
騒
音
を
放
置
す
る
こ
と
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
生
存
権
を
無
視
し
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

成
田
国
際
空
港
に
よ
る
騒
音
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
は
現
在
ま
で
に
い
か
な
る
調
査
を
行
い
、
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

二

成
田
国
際
空
港
に
よ
る
現
在
の
騒
音
問
題
に
関
し
、
政
府
及
び
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
（
以
下
、
空
港
会
社
）
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
実
施
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
か
。

一



三

騒
音
問
題
に
関
し
、
政
府
及
び
空
港
会
社
は
、
被
害
者
及
び
そ
の
関
係
者
と
騒
音
を
軽
減
す
る
方
向
で
の
話
し
合
い
を
実

施
す
る
方
針
を
持
っ
て
い
る
か
。

四

平
成
一
七
年
五
月
、
当
時
の
空
港
会
社
社
長
で
あ
る
黒
野
匡
彦
氏
（
元
運
輸
事
務
次
官
）
は
、
東
峰
地
区
住
民
へ
の
手
紙

で
、
こ
れ
ま
で
の
空
港
の
運
用
や
整
備
計
画
策
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
非
を
認
め
て
詫
び
る
と
同
時
に
、
「
あ
く
ま
で
皆
様

と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
約
束
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知
し

て
い
る
場
合
に
は
、
政
府
及
び
空
港
会
社
は
こ
の
約
束
を
い
か
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

五

成
田
国
際
空
港
の
将
来
計
画
に
よ
れ
ば
、
年
間
発
着
回
数
三
〇
万
回
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
の
騒
音
に
つ
い

て
は
い
か
な
る
水
準
を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
計
画
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


